
二
十
一
名
も
不
足
し
て
い
る
。

ま
た
消
防
職
員
の
市
内
在
住
率

も
低
下
し
て
い
る
が
、
防
災
の

最
前
線
と
し
て
ど
う
か
。

消
防
局
総
務
部
長

有
事
の
際

に
は
マ
ン
パ
ワ
ー
が
必
要
で
あ

り
、
関
係
部
局
と
協
議
す
る
。

－

市
の
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー－

問

市
章
等
の
形
は
ト
レ
ー
ド

マ
ー
ク
化
が
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
色
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

方
向
性
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
一
本
化

す
る
た
め
に
も
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ

ー
は
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長

本
市
の
都
市
イ
メ
ー
ジ

戦
略
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
民

間
事
例
も
参
考
に
研
究
し
た
い
。

－

知
的
財
産
権
の
活
用－

問

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

進
展
す
る
中
、
本
市
の
製
造
業

も
生
産
性
向
上
と
高
付
加
価
値

化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
本
市

に
あ
る
五
つ
の
大
学
と
の
連
携

に
よ
る
新
た
な
知
的
財
産
権
の

創
造
や
活
用
等
も
必
要
と
考
え

る
が
、
本
市
の
知
的
財
産
権
へ

の
取
り
組
み
状
況
は
ど
う
か
。

経
済
部
長

今
年
度
よ
り
要
件

に
該
当
す
る
中
小
製
造
業
者
に

特
許
取
得
費
用
の
一
部
を
補
助

す
る
制
度
を
創
設
し
た
。
活
用

状
況
を
見
極
め
、
よ
り
充
実
し

た
施
策
を
実
施
し
て
い
く
。

－

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン－

問

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
す
べ
て

の
利
用
者
に
平
等
な
情
報
を
提

供
す
る
こ
と
を
目
的
に
ア
ク
セ

シ
ビ
リ
テ
ィ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

策
定
し
て
い
る
が
、
本
市
の
サ

イ
ト
を
規
格
に
基
づ
き
チ
ェ
ッ

ク
し
た
と
こ
ろ
、
問
題
の
可
能

性
が
あ
る
と
の
結
果
に
至
っ
た
。

高
齢
者
や
障
害
者
に
配
慮
し
、

平
等
な
情
報
を
公
開
す
る
た
め

に
改
善
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長
公
室
長

チ
ェ
ッ
ク
機
能

の
強
化
や
職
員
研
修
に
よ
る
レ

ベ
ル
の
向
上
を
図
り
、
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の
さ
ら
な
る
充
実
に
努

力
し
た
い
。

－

高
井
田
周
辺
の
開
発－

問

大
阪
市
か
ら
本
市
に
向
か

う
に
あ
た
り
、
ま
ず
目
に
入
る

の
は
高
井
田
の
町
並
み
で
あ
る

が
、
寂
し
い
風
景
で
活
気
が
な

い
よ
う
に
感
じ
る
。
今
後
の
高

井
田
周
辺
の
開
発
は
。

建
設
局
長

布
施
公
園
の
整
備

や
み
ど
り
づ
く
り
の
推
進
な
ど

本
市
の
入
り
口
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
施
策
を
展
開
し
て
い
く
。

－

職
員
研
修
の
あ
り
方－

問

地
域
分
権
や
地
域
主
権
に

対
応
し
、
市
民
が
求
め
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
効
率
的
に
提
供
す

る
市
役
所
に
変
え
る
た
め
に
は

意
識
を
高
く
持
ち
、
市
民
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
捉
え
て
、
自
治
体

の
抱
え
る
課
題
を
解
決
で
き
る

能
力
を
持
っ
た
職
員
の
育
成
が

重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
果

た
す
べ
き
職
員
研
修
の
役
割
に

つ
い
て
の
考
え
を
問
う
。

行
政
管
理
部
長

自
治
体
職
員

に
最
も
必
要
な
能
力
は
、
高
い

意
識
を
持
っ
て
自
己
研
鑽
に
努

め
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
こ

と
と
考
え
て
お
り
、
意
識
改
革

と
業
務
遂
行
能
力
の
向
上
に
重

点
を
置
い
た
研
修
に
取
り
組
む
。

－

少
子
化
対
策－

問

本
市
で
は
合
計
特
殊
出
生

率
が
府
下
平
均
を
下
回
る
な
ど

少
子
化
が
進
み
、
幼
稚
園
は
民

間
、
公
立
と
も
に
定
員
割
れ
と

な
っ
て
い
る
。
一
方
、
女
性
の

社
会
進
出
が
進
む
中
で
保
育
所

の
ニ
ー
ズ
は
増
大
し
、
今
年
四

月
時
点
の
待
機
児
童
数
は
二
百

十
四
名
と
な
っ
て
い
る
。
待
機

児
童
解
消
の
た
め
に
も
、
市
の

施
策
で
廃
止
や
縮
小
が
示
さ
れ

た
保
育
所
の
方
針
の
見
直
し
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

子
ど
も
す
こ
や
か
部
長

東
大

阪
市
社
会
福
祉
審
議
会
で
採
択

さ
れ
た
今
後
の
保
育
行
政
の
あ

り
方
に
つ
い
て
の
意
見
具
申
を

踏
ま
え
て
、
今
年
度
中
に
方
向

性
を
示
す
。

－

学
校
規
模
適
正
化－

問

過
小
規
模
校
で
は
、
少
人

数
で
あ
る
こ
と
か
ら
学
習
指
導

や
生
徒
指
導
な
ど
を
緊
密
に
行

え
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
で
、

ク
ラ
ス
替
え
が
な
い
こ
と
か
ら

新
た
な
友
達
が
で
き
に
く
い
こ

と
や
、
切
磋
琢
磨
し
、
互
い
を

育
む
機
会
が
少
な
く
な
る
な
ど

の
課
題
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
適

正
規
模
校
と
比
較
し
て
、
教
育

環
境
や
教
育
条
件
の
公
平
性
の

観
点
か
ら
問
題
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
教
育
委
員
会
の
今
後
の

対
応
を
問
う
。

教
育
次
長

過
小
規
模
校
に
指

摘
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
の
は

事
実
で
あ
り
、
今
後
は
市
の
学

校
規
模
適
正
化
基
本
方
針
に
示

す
、
規
模
の
適
正
化
の
進
捗
と

学
校
の
活
性
化
に
努
め
る
。

－

加
納
校
区
へ
の

公
共
施
設
の
整
備－

問

加
納
校
区
に
は
市
内
で
唯

一
公
共
施
設
が
設
置
さ
れ
て
お

ら
ず
、
歴
代
市
長
に
建
設
を
要

望
し
て
き
た
が
、
未
だ
そ
の
素

案
さ
え
示
さ
れ
て
い
な
い
。
早

期
の
整
備
が
必
要
と
考
え
る
が
、

市
長
の
考
え
は
ど
う
か
。

市
長

地
域
の
要
望
は
承
知
し

て
お
り
、
今
後
、
市
の
施
設
の

適
正
配
置
方
針
と
の
整
合
を
図

り
な
が
ら
対
応
す
る
。

－

震
災
が
れ
き
の
受
け
入

れ
が
不
必
要
に
な
っ
た

こ
と
に
つ
い
て－

問

本
年
八
月
八
日
、
大
阪
府

か
ら
の「
東
日
本
大
震
災
に
か
か

る
災
害
廃
棄
物
の
広
域
処
理
に

つ
い
て
」と
い
う
通
知
の
中
で
、

震
災
が
れ
き
の
新
た
な
受
け
入

れ
先
の
調
整
は
今
後
行
わ
な
い

と
の
方
針
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ

は
す
な
わ
ち
大
阪
市
を
除
い
た

市
町
村
及
び
一
部
事
務
組
合
に

お
い
て
は
受
け
入
れ
が
不
必
要

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
な

る
と
先
般
市
長
は
わ
ざ
わ
ざ
マ

ス
コ
ミ
か
ら
の
取
材
に
お
い
て

受
け
入
れ
を
表
明
し
た
が
、白
紙

に
戻
っ
た
事
実
を
本
市
と
し
て

ど
の
よ
う
に
公
表
す
る
の
か
。ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
な
ど

様
々
な
手
法
が
あ
る
が
検
討
を

視
野
に
入
れ
て
対
応
さ
れ
る
か
。

市
長

震
災
が
れ
き
の
受
け
入

れ
に
つ
い
て
は
、
安
全
性
が
確

保
さ
れ
、
様
々
な
課
題
が
解
決

で
き
た
段
階
で
受
け
入
れ
る
方

針
を
去
る
六
月
に
お
示
し
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
積
極
的
に
受

け
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う

市
民
の
方
々
、
ま
た
様
々
な
報

道
の
中
で
心
配
を
さ
れ
て
い
る

市
民
の
方
々
が
い
る
こ
と
も
事

実
で
あ
る
。
市
と
し
て
は
環
境

省
及
び
大
阪
府
よ
り
新
た
な
受

け
入
れ
先
の
調
整
は
今
後
行
わ

な
い
と
の
方
針
が
示
さ
れ
た
こ

と
、
こ
れ
に
よ
り
広
く
市
民
に

周
知
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

－

財
政
運
営
に
つ
い
て－

問

市
長
は
任
期
中
の
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
の
中
で
、
数
多
く
の
施

設
の
建
て
替
え
を
示
し
て
い
る
。

も
し
こ
れ
ら
が
計
画
通
り
に
実

現
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
財
政
調

整
基
金
の
多
額
の
取
り
崩
し
や

市
債
の
一
層
の
増
加
は
明
ら
か

で
あ
る
。
今
後
の
財
政
規
律
の

確
保
の
た
め
に
い
か
に
経
費
の

抑
制
を
行
い
、
歳
入
の
確
保
に

努
め
、
健
全
な
財
政
運
営
の
取

り
組
み
を
さ
れ
る
か
答
え
よ
。

財
務
部
長

基
金
の
活
用
や
地

方
債
の
適
正
な
発
行
が
必
要
で

あ
り
、
こ
れ
ら
を
計
画
的
に
行

う
上
で
、
中
長
期
的
な
視
点
を

踏
ま
え
た
財
政
運
営
基
本
方
針

の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

－

い
じ
め
を
な
く
す

学
校
づ
く
り－

問

い
じ
め
を
な
く
す
心
の
教

育
と
し
て
、
高
齢
者
の
お
世
話

活
動
や
公
共
施
設
の
清
掃
活
動

等
の
社
会
貢
献
活
動
を
教
育
の

現
場
に
導
入
す
る
ピ
ア
サ
ポ
ー

ト
を
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

教
育
次
長

成
長
を
促
す
支
援

を
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体

と
な
っ
て
進
め
て
い
く
。

－

女
性
職
員
の
管
理
職

登
用
に
つ
い
て－

問

本
市
の
女
性
職
員
の
管
理

職
登
用
は
国
の
目
標
に
至
っ
て

い
な
い
。
女
性
管
理
職
が
増
え

る
こ
と
で
市
政
に
生
活
者
の
視

点
が
入
り
、
よ
り
市
民
目
線
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
可
能
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。
女
性
職

員
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ブ
ル
な
姿

勢
を
も
て
る
体
制
づ
く
り
を
。

行
政
管
理
部
長

男
女
共
同
参

画
社
会
実
現
の
た
め
の
重
要
課

題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

個
々
の
能
力
と
適
正
を
見
極
め

て
登
用
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

－

公
共
施
設
の
あ
り
方－

問

老
朽
化
の
激
し
い
永
和
図

書
館
や
市
民
会
館
の
建
て
替
え

を
早
急
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
や
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
を
抑
え
る
こ
と
が

で
き
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
の
活
用
や

民
間
企
業
に
よ
る
施
設
と
一
体

化
し
た
複
合
施
設
の
建
設
に
よ

り
、
行
政
効
率
を
図
り
つ
つ
、

市
民
の
利
便
性
の
向
上
を
目
指

し
た
施
設
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

経
営
企
画
部
長

永
和
図
書
館

や
市
民
会
館
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
の

活
用
や
民
間
企
業
と
の
複
合
化

に
よ
る
効
果
を
図
れ
る
可
能
性

の
あ
る
施
設
と
認
識
し
て
い
る
。

施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
年

度
内
の
早
い
時
期
に
示
し
た
い
。

－

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性－

問

必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
に

た
ど
り
着
く
ま
で
の
た
ら
い
回

し
を
な
く
す
と
と
も
に
、
市
民

が
相
談
し
や
す
い
環
境
、
例
え

ば
カ
フ
ェ
等
を
併
設
し
た
市
役

所
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
よ
う
な

組
織
を
つ
く
っ
て
は
ど
う
か
。

副
市
長

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
的

な
相
談
業
務
に
つ
い
て
は
先
進

都
市
の
事
例
を
研
究
し
た
い
。

－

生
活
保
護
行
政－

問

本
市
で
は
、
平
成
二
十
二

年
度
に
お
い
て
三
百
四
十
三
件
、

一
億
六
千
八
百
万
円
の
生
活
保

護
不
正
受
給
が
発
生
し
た
。
そ

の
よ
う
な
事
態
も
踏
ま
え
、
市

長
は
、
東
大
阪
生
活
保
護
行
政

適
正
化
推
進
本
部
を
設
置
し
、

生
活
保
護
行
政
の
適
正
化
に
努

め
る
こ
と
を
発
表
さ
れ
た
。
当

推
進
本
部
設
置
か
ら
数
か
月
経

つ
が
、
ど
の
よ
う
な
目
標
を
立

て
、
実
行
し
、
具
体
的
成
果
が

あ
っ
た
の
か
、
示
せ
。

市
長

当
推
進
本
部
の
目
標
は
、

一
点
目
と
し
て
悪
質
な
不
正
受

給
や
貧
困
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
対
応

と
そ
の
抑
止
、
二
点
目
と
し
て

医
療
、
介
護
扶
助
の
適
正
化
の

推
進
、
三
点
目
と
し
て
就
労
支

援
を
初
め
と
し
た
自
立
支
援
策

の
充
実
で
あ
る
。
現
在
そ
れ
ら

を
達
成
す
る
た
め
、
具
体
的
な

取
り
組
み
項
目
を
盛
り
込
ん
だ

生
活
保
護
行
政
適
正
化
行
動
計

画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

－

お
お
さ
か
東
線
の

新
駅
設
置
に
つ
い
て－

問

本
市
域
に
は
、
高
井
田
中

央
駅
、
河
内
永
和
駅
、
俊
徳
道

駅
、
長
瀬
駅
が
設
置
さ
れ
、
地

域
の
利
便
性
の
向
上
と
発
展
拠

点
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
大
蓮
、
衣
摺
地
域
は
交
通

が
不
便
で
あ
る
た
め
、
長
瀬
駅

と
新
加
美
駅
間
に
新
駅
設
置
の

要
望
が
幾
度
と
な
く
出
さ
れ
て

き
た
。
ま
た
平
成
二
十
四
年
度

に
は
、
新
駅
舎
の
機
器
の
配
置

等
を
検
討
す
る
た
め
の
予
備
設

計
を
実
施
す
る
予
定
と
聞
い
て

い
る
。
予
備
設
計
は
い
つ
ご
ろ

実
施
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
新
駅

設
置
の
見
通
し
を
答
え
よ
。

都
市
整
備
部
長

予
備
設
計
は
、

本
年
七
月
に
着
手
し
、
平
成
二

十
五
年
一
月
末
を
工
期
と
し
て

現
在
実
施
し
て
い
る
。
新
駅
の

開
設
時
期
に
つ
い
て
は
、
お
お

さ
か
東
線
の
全
線
開
業
予
定
で

あ
る
平
成
三
十
年
度
ま
で
の
早

期
に
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

－

大
阪
モ
ノ
レ
ー
ル
線－

問

大
阪
中
央
環
状
モ
ノ
レ
ー

ル
建
設
促
進
会
議
や
大
阪
中
央

環
状
モ
ノ
レ
ー
ル
建
設
促
進
議

会
協
議
会
は
、
大
阪
府
に
対
し

モ
ノ
レ
ー
ル
南
伸
の
早
期
事
業

着
手
に
つ
い
て
強
い
要
望
を
出

し
て
き
た
。
大
阪
府
は
こ
の
要

望
に
応
え
、
今
年
の
五
月
に
近

鉄
奈
良
線
ま
で
延
伸
を
想
定
し
、

予
算
化
の
方
針
を
示
し
た
。
モ

ノ
レ
ー
ル
南
伸
に
つ
い
て
本
市

の
考
え
、意
気
込
み
を
答
え
よ
。

市
長

モ
ノ
レ
ー
ル
南
伸
は
、

市
域
南
北
方
向
の
公
共
交
通
機

関
と
し
て
、
市
民
の
利
便
性
向

上
や
ま
ち
づ
く
り
、
環
境
面
か

ら
も
大
き
な
役
割
を
果
た
す
と

考
え
る
。
今
後
も
大
阪
中
央
環

状
モ
ノ
レ
ー
ル
建
設
促
進
会
議

会
長
と
し
て
、南
伸
に
向
け
て
、

大
阪
府
に
強
く
働
き
か
け
た
い
。

－

未
収
金
対
策
に
つ
い
て－

問

本
市
の
未
収
金
額
は
、
平

成
二
十
一
年
度
末
約
百
六
十
四

億
七
千
四
百
万
円
、
平
成
二
十

二
年
度
末
約
百
六
十
三
億
七
千

四
百
万
円
、
平
成
二
十
三
年
度

末
に
お
い
て
は
約
百
六
十
億
三

千
二
百
万
円
で
あ
り
、
平
成
二

十
一
年
度
末
を
ピ
ー
ク
に
若
干

下
が
っ
て
い
る
が
、
依
然
と
し

て
高
額
で
推
移
し
て
い
る
。
平

成
二
十
三
年
度
の
主
な
内
訳
は
、

国
民
健
康
保
険
料
が
約
七
十
一

億
円
、
次
い
で
市
税
の
約
五
十

四
億
円
、
生
活
保
護
費
返
還
金

が
約
十
四
億
円
で
あ
る
。
未
収

金
は
や
が
て
不
納
欠
損
処
分
、

い
わ
ゆ
る
時
効
と
な
り
、
ま
じ

め
に
支
払
っ
て
い
る
方
を
思
う

と
、
公
平
性
に
欠
け
る
た
め
、

毅
然
と
真
摯
に
対
応
す
べ
き
で

あ
る
。
未
収
金
の
抜
本
的
な
解

消
に
向
け
て
、
今
後
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
の
か
。

副
市
長

今
後
の
本
市
の
未
収

金
対
策
で
あ
る
が
、
約
百
六
十

億
円
に
の
ぼ
る
未
収
金
の
削
減

を
目
指
す
に
は
、
市
役
所
全
体

で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
た
め
、

徴
収
事
務
の
指
導
や
研
修
を
充

実
し
、
徴
収
力
を
向
上
さ
せ
、

未
収
金
の
発
生
段
階
で
の
抑
制
、

早
期
解
決
に
繋
げ
た
い
。

－

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ス
ク
ー
ル
の
導
入－

問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー

ル
と
は
、
教
育
行
政
が
自
ら
の

所
管
公
立
学
校
の
運
営
や
改
革

に
つ
い
て
、
着
手
で
き
な
い
部

分
を
地
域
住
民
の
方
々
に
積
極

的
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
、運
営

の
一
部
を
任
せ
る
形
態
で
あ
る
。

概
要
と
し
て
は
、
学
校
に
学
校

運
営
協
議
会
を
置
き
、
学
校
の

運
営
・
管
理
・
改
革
等
に
つ
い

て
審
議
・
提
言
・
実
施
を
推
進

す
る
形
式
で
あ
る
。
本
市
に
お

い
て
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス

ク
ー
ル
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
監

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス

ク
ー
ル
の
導
入
は
、
将
来
の
一

つ
の
方
策
で
は
あ
る
が
、
現
状

と
し
て
は
、
現
在
実
施
し
て
い

る
学
校
協
議
会
や
地
域
教
育
協

議
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
等
に
お
い

て
保
護
者
や
地
域
の
方
々
と
の

連
携
を
よ
り
深
め
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
。

東大阪市をシンボリックに表現する

うえでイメージカラーには大きな効

果が期待できます

自
由
民
主
党

自
民
党
清
新
会

代
表
質
問

右
近

徳
博

民
主
東
大
阪

代
表
質
問

寺
田

広
昭

東
大
阪
み
ら
い
の
会

個
人
質
問

西
村

潤
也

桔

梗

の

会

個
人
質
問

野
田

彰
子

さ
わ
や
か
な
風

個
人
質
問

飯
田

芳
春

行
政
を
取
り
巻
く
激
変
の
時
代
。ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
た
的
確
な
行
政
運
営
を
�

早
期
に
長
瀬
駅
と
新
加
美
駅
間
に
新
駅
設
置
を
�

な

ぜ

公

表

し

な

い

�

震
災
が
れ
き
受
け
入
れ
不
必
要
の
件
�

い
じ
め
の
な
い
学
校
へ
心
の
教
育
を
�

未
収
金
に
効
果
的
な
対
策
を
�

（４）第１７６号東 大 阪 市 議 会 だ よ り平成２５年１月１日（５）


